
��

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

市
で
は
、「
町
田
市
高
齢
社
会
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
期

を
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
の
保
健

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
市
民
自
身
に
よ
る
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
民
に
よ
る
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
今
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
、
高
齢
者
の
方
の
た
め
に
新
規
に

開
始
さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

高
齢
者
の
誰
も
が
生
き
が
い
を

も
ち
、
健
康
で
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
市
民

に
よ
る
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
活
動
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
福
祉

課（
�
７
２
４
・
２
１
４
１
）へ
。

【
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

高
齢
者
の
交
流
の
場
を
目
的
と

し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
地
域
の
方
々
に
よ
り
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

成
瀬
台
で
は
、
小
・
中
学
校
の

協
力
で
、
余
裕
教
室
を
利
用
し
た

「
き
ら
く
会
」（
�
７
２
７
・
０

８
８
２
）
の
活
動
が
月
４
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
趣
味
の
活
動
や

小
物
作
り
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
の

会
話
、
ま
た
、
呼
び
寄
せ
老
人
の

閉
じ
こ
も
り
防
止
を
目
的
と
し
た

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
方
言
で

話
し
合
う
な
ど
、
気
軽
に
参
加
で

き
る
会
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

玉
川
学
園
で
は
、「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
オ
リ
ー
ブ
」（
�
７
２
４

・
８
５
５
０
）
が
、
趣
味
の
教
室

を
毎
日
開
催
し
、
楽
し
い
一
時
を

過
ご
す
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す

（
�
写
真
）。
教
室
の
内
容
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
童
謡
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
、
日
本
画
、
太
極
拳
等
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
出
か
け
る
所
が

で
き
て
友
達
が
増
え
た
」「
お
し

ゃ
べ
り
し
た
り
勉
強
し
た
り
で
楽

し
い
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

【
地
域
健
康
体
操
活
動
】

日
の
出
が
丘
町
会
会
館（
金
井
）

と
、
さ
か
い
が
わ
会
館（
木
曽
町
）

で
は
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
仲

間
づ
く
り
を
図
る
目
的
で
、
町
内

会
、
自
治
会
単
位
の
身
近
な
会
場

で
運
動
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

「
地
域
健
康
体
操
」活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は
、将
来
は

全
市
に
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
出
張
美
容
活
動
】

高
齢
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の

た
め
に
介
護
が
必
要
で
、
美
容
院

ま
で
行
け
な
い
女
性
を
対
象
に
、

美
容
師
が
自
宅
に
訪
問
す
る
活
動

を
、
美
容
組
合
町
田
支
部
の
加
盟

者
で
組
織
す
る
「
町
田
出
張
美
容

サ
ー
ビ
ス
」（
�
７
２
５
・
４
８

７
５
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
き
れ
い
に
清
潔
に
暮
ら
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
、
料

金
は
出
張
料
を
含
め
て
通
常
料
金

の
半
額
程
度
で
す
。

今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
介

護
保
険
制
度
。
こ
こ
で
は
、
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
寄
せ
ら
れ
た
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
介
護

課（
�
７
２
１
・
３
１
１
０
）へ
。

問

年
金
か
ら
保
険
料
を
引
か
れ

て
い
る
が
、
他
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
場
合
も
引
き
続
き
年
金
か
ら

引
か
れ
る
の
か
。

答

前
住
所
地
の
資
格
が
喪
失
す

る
た
め
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
は

中
止
と
な
り
ま
す
。町
田
市
で
は
、

翌
年
度
９
月
ま
で
は
、
町
田
市
が

発
行
す
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。な
お
、年
金
か
ら
の
天
引
き
を

中
止
す
る
手
続
き
に
は
あ
る
程
度

の
時
間
が
か
か
る
た
め
、
転
出
後

に
お
い
て
も
年
金
か
ら
保
険
料
を

引
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
差
し
引
か
れ
た
保
険
料

に
つ
い
て
は
前
市
町
村
か
ら
後
日

お
返
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問

保
険
料
の
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
し
た
が
、
い
つ
か
ら
引
き

落
と
し
に
な
る
の
か
。

答

申
し
込
ん
で
か
ら
お
お
よ
そ

２
か
月
後
に
な
り
ま
す
。
口
座
振

替
の
手
続
き
が
済
む
と
「
口
座
振

替
開
始
通
知
」
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
そ
れ
で
振
替
開
始
期
を
確

認
し
て
下
さ
い
。「
口
座
振
替
開

始
通
知
」
が
届
く
ま
で
は
、
納
期

到
来
分
の
保
険
料
は
納
付
書
を
使

っ
て
金
融
機
関
等
の
窓
口
で
納
め

て
下
さ
い
。

問

年
度
途
中
で
６５
歳
に
な
る

が
、
保
険
料
は
す
ぐ
に
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
る
の
か
。

答

年
度
途
中
で
６５
歳
に
な
る
方

は
、
そ
の
年
度
の
保
険
料
は
年
金

か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
お
送
り
す
る
納
付
書

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
翌
年
度
も
、
９
月
ま
で
は

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
、
１０

月
以
降
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
な

り
ま
す
。

問

年
度
途
中
で
他
市
町
村
に
引

っ
越
し
た
と
き
の
保
険
料
は
ど
の

よ
う
に
算
定
さ
れ
る
の
か
。

答

前
住
所
地
で
の
保
険
料
は
、

転
出
し
て
資
格
を
喪
失
し
た
日
が

属
す
る
月
の
前
月
ま
で
月
割
り
で

算
出
さ
れ
ま
す
。
新
住
所
地
で
の

保
険
料
は
、
転
入
し
て
資
格
を
取

得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
月
割

り
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

問

い
ま
ま
で
一
人
暮
ら
し
だ
っ

た
が
、
息
子
と
同
居
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
保
険
料
の
額
は
変
わ
る

の
か
。

答

保
険
料
は
賦
課
期
日
（
毎
年

４
月
１
日
）
現
在
の
世
帯
状
況
等

で
算
定
し
ま
す
の
で
、
年
度
途
中

で
の
世
帯
員
の
増
減
に
よ
る
額
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
年

度
途
中
で
第
１
号
被
保
険
者
の
資

格
を
取
得
し
た
方
（
転
入
者
・
年

齢
到
達
者
）
に
つ
い
て
は
、
資
格

取
得
日
現
在
の
世
帯
の
状
況
で
算

定
を
行
い
ま
す
。

介
護
苦
情
相
談
員

派

遣

事

業

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
の
疑
問
や
不
満
、
不
安
を
解

消
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
介
護
苦

情
相
談
員
派
遣
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
介
護
苦
情
相

談
員
の
派
遣
を
希
望
す
る
居
宅
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
や
介
護
施
設
等
に

同
相
談
員
を
派
遣
し
、
サ
ー
ビ
ス

に
関
し
て
利
用
者
の
方
の
相
談
に

応
じ
る
も
の
。
必
要
が
あ
れ
ば
、

利
用
者
の
自
宅
へ
も
訪
問
し
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
の
方
の
意
見
、

要
望
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
等
の

改
善
が
あ
れ
ば
、
市
に
報
告
や
提

案
を
す
る
も
の
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
介
護

課（
�
７
２
４
・
２
１
４
０
）へ
。

町
田
市
高
齢
社
会

総
合
計
画（
改
訂
版
）

今
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
町

田
市
高
齢
社
会
総
合
計
画
（
改

訂
版
）「
み
ん
な
で
つ
く
る
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
・
ま
ち
だ
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は

１
０
０
０
円
で
す
。
ご
希
望
の

方
は
市
政
情
報
「
や
ま
び
こ
」

（
中
町
分
庁
舎
１
階
）
へ
。

※
概
要
版
は
無
料
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
介
護

課
（
�
７
２
１
・
３
１
３
６
）

へ
。

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
オ
リ
ー
ブ
」

の
活
動
風
景

市
で
は
、
介
護
保
険
外
の
高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
各
種

の
生
活
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
新

規
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
を
ご
紹

介
し
ま
す
（
�
右
表
）。

お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
者
介
護

課
（
�
７
２
４
・
２
１
４
０
）
ま

た
は
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

本紙は古紙配合率70％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

� 市市 のの 宣宣 言言

◇ 非核平和都市宣言
◇ 青少年健全育成都市宣言
◇ 交通安全都市宣言

市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す

高齢者が地域や家庭で
安心して暮らすために

介
護
保
険
制
度
の
疑
問
点

Ｑ
＆
Ａ

生
活
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

販
売
し
て
い
ま
す

生活支援型サービス事業一覧
事 業 内 容

介護保険非該当ながら軽度の支援を要する方を対象に、市内６か所の公衆
浴場でデイサービス（歌、ゲーム、軽い体操等）を行います。また、終了
後に入浴していただけます。利用者負担は、１回３００円です。

下記の各高齢者福祉センター（市内６か所）の大広間等で行う生きがい趣
味活動（歌、ゲーム、軽い体操等）です。参加費は無料です。
・ふれあいいちょう館（鶴川）・ふれあいくぬぎ館（木曽山崎）
・ふれあいもみじ館（金森）・ふれあいけやき館（堺市民センター内）
・ふれあいもっこく館（健康福祉会館内）・ふれあい桜館（小山田）

単身世帯または高齢者のみの世帯の方に、栄養バランスのとれた食事を調
理・配達し、併せて利用者の安否確認を行います。
利用者負担は、１食５５０円です（※一部、実施していない地域があります）。

高齢者が徘徊により行方不明となった場合に、身につけた専用端末機の電
波を利用した位置探索システムで、ご家族等の問い合わせに応じます。利
用者負担は、初回登録料１，０５０円、及び月々の利用料３７８円、１、３０２円、２、４
７８円の３種類があります（※詳しくはお問い合わせ下さい）。

次の�１から�５の要件すべてに該当する方に、紙おむつ・尿とりパッドを年
４回支給します。
支給要件
�１６５歳以上の方
�２介護保険の要介護状態区分４または５の方
�３町田市内に住所を有し、在宅で生活している方
�４老人福祉手当を受給していない方
�５住民税非課税世帯の方

事 業 名

デ イ 銭 湯

い き い き
た い む

配 食
サ ー ビ ス

徘徊高齢者
家 族 支 援
サ ー ビ ス
（ 予 定 ）

在宅高齢者
紙 お む つ
支 給 事 業

対 象 者

６０歳以上の
介 護 保 険
非 該 当 者

６０歳以上の
要 援 助 者

６５歳以上の
要介護度４
または５の
方で、支給
要件に該当
す る 方

１２／１１２０００年
（平成１２年）

第１２７５号


